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活躍w}»働}ý²�調y»sx~o味

◼<活�w}zい=何¹{~�壁|あ»{¹
⚫e.g.制þ1慣ÿÿOm~雇}環境含�Ā1ÿ
ï環境1þ�関Ï等

➔<活�w}zい=x�y~¸うz状態{ÿ
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�_ö排除 social exclusion

◼�_ö排ö
<人々やw域|、失業、低熟ý技能、低所得、劣悪z
住宅環境、Úいÿ罪率、不健康、家族崩壊xいった相
互に関連す»諸問題に複合的に苦し³wい»|合に起
こºう»状態を簡潔{表す用語wあ»=ÿ´¾ú¹�
Þ<�_ö排öÿ�室=2001Ā
<社会的排除�所得{関わ»も~wあ»|、し{し、
そ¼�所得~次元²超えた問題wもあ»2そ¼�将来
~�通し1ネットワーク1そしvライフチャンスに関
わ»も~wあ»=ÿøûüûöü²S英ÿ�þĀ



◼ 貧困~根o問Ü…溜�x<ÞÝ~排ö=ÿ湯浅2008Ā
◼ <ÞÝ~排ö=

d教²課{{¹~排ö･･･«^ï~貧困
eOm福祉{¹~排ö･･･失m1ワü½ンÀ÷²状態
fÿï福祉{¹~排ö･･･頼¼»ÿï~O�1[身^帯Wû孤ï
g}ö福祉{¹~排ö･･･�活ßÿÿ|�_fĀ
hëVë身{¹~排ö→Nkくい{zい~�ëV~{い･･･

◼ 貧困x��½�½~溜�ÿÑ銭ö1þ�関係1精神öĀ|奪わ¼1
負~³鎖{陥º1g�ö{�<ëVë身{¹~排除=ÿ＝�}»
o味~喪失1ë己[�~否ÛĀへ至»ö態

 P.õü´ü<«抑圧��抑圧�~´ñü¸²ë¹Õ÷Ww1}~
�識²ë¹~o識Õ{zいv再�wy»=

ëVë身{¹~排除ÿë己否ÛĀ
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困ºtxへ~ÿ処�<ë助型=|多u
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困ºtxx~ÿ処~仕ý－ëûû共ûû}ûÿQ28Ā

û典ÿ�ÚûyönW_ÿ2025Ā



ë助{q�y»g�~理u�<他þ{迷惑²{
けv�いけzい{¹=

11

ëû{共�y»vuÿQ29Ā

û典ÿ�ÚûyönW_ÿ2025Ā
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補足：第1回調査ÿ2011年12月8～13日実施Ā

震}ß{<ëû
úÛûë己責ÿ
Ý�=型|増え
vい»ÿ

û典ÿ�ÚûyönW_ÿ2025Ā
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ëûx�_{？

<ëû�1依[先²ßやysx=
           ÿ熊¿nNÞĀ

⚫ ëû�Nþw�}»ÿ他�{依[wzいĀxいうsxw
�zい2

⚫ ÿïû�校ÿ教師Ā等�依然xwv<依[Y=wあºÿ
q»2

⚫ �w½1{Û~�¼{ÿ往々{wv}¼|<貨幣=x紐
uくsx|ÿïö{ÿĀ{依[y»状態{¹脱却y»s
x|ëû



14

w{w1依[先²ßやysx�1
ß�}構難wい…
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<強い/元気z=人ほy弱さ~情報公開を

☆<強い=x思わ¼てい»人、自V|そうpx思sてい»人ほy
<弱さ=をさらけ出せzい･･･
※ 地域活動{熱心z人、正義感~強い人、困svい»人を助け»こx{生}|いを感x

vい»人、いtも尊敬さ¼»憧¼~存在wあº続けたい人…

★誰{~�{立tこx{よsv人�元�{z»！

ホームレス状態{あ»人~気持q…ÿ奥u知志Ā
Q:もsxもtらいこx�何px思います{？

孤立~根源{あ»も~
◼ 無mö態~÷期化/相談出g»人|いzい/心配y»相手

|いzい/覚えvいvく¼»人|いzい
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◼雇}概念²<b得=<�w=<承認=xいう3t
~t÷{¹Û義w�セン~vÞ²�_ö排öx
~関³wÞx�ðù＝ùペüûÿ2005Ā�1雇
}~欠如�<排öu¼�þびx{¹b得xwû
~�_²奪う�q{xy~¹zい2}¼�~�1
�_{zけ»þ�xwv~彼¹~�wö�割|
承認u¼zいxいうsx²�o味wvい»=x
指摘

◼}~�張{ÿえ�1öW|ÿnwv}��~x
�1û|~Õい²超え�[�~þ互承認~重要
z営�xwv~ö働wあ»2



Āÿ�_ö困難zö態{あ»þびxxq{
働くöW~ß践



社会的困難にあ»人びと|直面wvい»問題~
複合性・重層性、複雑u

18

ÿ�活困窮�ëûo援ý{�q�ò÷ûÏm¿査ÿ2012-14Ā
多÷öz問題{直÷wvい»�活ß護×��

◼失m1õ�1«~Ïÿ1兄妹~�|い
◼Þ去~いx�_�1wß}n~êWxû然~倒w1
o援ý¯x~²¿セ¹~困難ÿ{vözî�²¿
セ¹含�Ā

⇒ëVNþûÿ族w問題²抱え込�<個ÿ孤Āþ=
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コミュニケü·ョン²×svい»þkûþÏy»þk|い
zいþびx|ß加2孤独û孤û�_~進Ìxx�{å~ö

zî流þk~O��深{WÿQ21Ā
複数回答　単位：％

(n=4871)

家
族
・
親
族

身
近
z
友
人

近
所
や
地
域
の
人

会
社
の
人

ÿ

相
談
窓
口
含
む
Ā

市
{
町
村
z
y
の

相
談
窓
口

労
働
組
合
の
相
談
窓
口

地
域
活
動
や
市
民
活
動
z

y
の
仲
間

趣
味
や
習
い
事
z
y
の
仲

間 |
師
や
弁
護
士
、

学
校
の

先
生
z
y
専
門
家

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
x
た
相
手

そ
の
他

コ
ミ
õ

ニ
ケ
ー

シ
÷

ン
を

取
っ

て
い
»
相
手
・
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y
»
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手
が
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z
い

普段{らコミュニケüションを
取sている相手

80.8 53.9 17.9 48.7 2.3 1.1 2.1 10.0 4.0 7.3 0.3 9.9

家計{tいて困sたと}{相
談をする相手

63.0 15.0 1.6 4.0 2.4 1.1 0.8 1.1 1.2 1.4 0.4 28.9

仕事{tいて困sたと}{相
談をする相手

41.3 26.9 2.0 39.9 1.8 1.7 0.9 1.2 1.4 1.8 0.4 22.4

家族{tいて困sたと}{相
談をする相手

45.3 33.0 2.7 8.7 3.1 1.0 0.8 1.4 1.7 2.2 0.4 30.2

地域の人間関係{tいて困s
たと}{相談をする相手

42.9 19.7 7.9 5.5 4.8 0.9 1.4 1.3 1.0 1.6 0.3 41.4

û典ÿ�ÚûyönW_ÿ2025Ā
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                                               　コミュニケüションを取sている相手û相談する相手|いzい　経年ÿQ21Ā
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の
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{

t
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た
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}

{
相
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を
す
る
相
手

2016年(n=4781) 6.1 22.5 17.1 24.1 31.0

2018年(n=4871) 5.5 22.8 16.2 23.7 32.5

2020年(n=4871) 7.1 24.7 19.1 26.1 34.4

2022年(n=4871) 8.2 27.4 20.6 27.9 38.5

2024年(n=4871) 9.9 28.9 22.4 30.2 41.4
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◼ <o�ö就öxW\ö働=研~_
ÿ2015～2018~Ā

∙ �要ñンðüÿ�Ú研Óû古村�
ßûu嶋康ýû扶蘓çÝû岡Û~
�ûý根Ý徳

∙ __�1o�ö就ö²öüþxw
v¹¿üø2研~_w~共\¿査
や}討_²�wv1�_ö困難²
抱え�_Ï�~ëûo援{¹1
<共{働}1 共{�}»= W\
ö働~ß践ûvÞ~}討{·õø2

◼ 2017~{ß態¿査²ンÁüø²
ßýÿÿ�12018.12.14刊ÌĀ

∙ ÿíÿåoöW³ò盟}織
∙ 依頼数ÿ350

∙ o効Þ答数ÿ190

∙ Þ収÷ÿ54.3％
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ポ´ントaÿ}~þ~個g²�{y働}ý

◼既[~働}ý≒ëV²�_~ç{_v��»働}ý
•�_ö困難²抱え�þびxo{�}~仕Ï{\わ{¹
¼zいþ�î}い»2

◼�w1Î~÷|{}~þ~Û²活{{»仕Ï|zい~w
あ¼�…
→ }~þ|w}»仕Ï1}~þ~csvい»能ÛûÏ源
²�{y仕Ï²創»

→ <�sx儲q�い=w�zく1<あ~þ²yうw¸う1
yうq{働sう=|仕Ïzsw~×�{z»

→ }¼~¼~Û²活{y��{�yうy¼�¸い~{職
|~�³zw徹ßö{ûw\うÿu¹{}~}い²w
域~多様z²クタüx~W\~Ûへ
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ポ´ントbÿ元気²�¹svい»~�_Ï��
けw�zい

◼ AÏ業b
◼ ¹¿ッõ~Su³�1_Ï�~�_g²��z1vÛy»<o援=²}�2oþ�
ûvu¼�ö働{働}u¹u²�xvい�→Nþw仕Ï²抱え¿³wい�f{声
²ûq1k_svく¼�~|_Ï��s�→¹タッフ�_Ï��\x¸うzO安
や困難²抱えvい»sxへ~気u}→[ùg²��\いz|¹1誰�|働}やy
い居|bや働}ý²»容y»職|uくº{向{う2

◼ BÏ業b
◼ Ú齢�oß~oãÿ|{S_}s�º~若�|ñンðüxwvòわs�2×qu
¼»{v{~ûÞ²何þ�w1OÛ~ow茶úûô²¹~<��ó=²Þく若�
|仲�{òわs�2共{働くow1�x�xい�ñンðü�<助{svい»1元
気²�¹svい»~��w½ëV��=x�svい�2

◼ CÏ業b
◼ �|い�x共{働くコÿュûö³カõェw働くb÷Su³�1ëV²含��<�|い~zい

þ=~�vい»^}|ÿ{s�sx{�u{u¼�xいう2_Ï�研~ÿo河yv»~ÿ|ß
践wvい»_Ï�ë身|÷状や�活N~困難{tいvV÷w1²´÷²²ûwあいz|¹ëV
¹wい働}ý²ßÿy»kýĀ²�wv1öWx«Üg~あ»_Ï�研~~理念²語¼»頼¼
»メンðü|仲�{い»sx|1ëV��~W\ö働ß践~oÿx価t²~{Ýú認y»��
{O可欠�x�xvい»xいう2
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~x�{ïえvÿ
[ùzþ材|活�w}»働}ý~
ßÿgþû�切z�ù



多様z就ö~�_~創ûÿöWý�1条ÿþöwĀ
5狭ÿ~ö働問題解~xいう側÷{限Ûwzい5

öW|�vy<[ùzþ材|活�w}»働}ý=�1
既[~ö働観²転ûy»働}ý²ßÿy»可能g²
owvい»2

◼[~能Û~<問Ü=²�»⇔個~<{g=²�»

◼仕Ï{þ²\わ{»⇔þ{仕Ï²\わ{»

40



多様zþ材|活躍w}»働}ý~āt~Oþ

◼個þüベû…[~{g²^Ýw1þ�¹wく�
}»Nw�切z÷�xwv~ö働~ßÿ

◼現|üベû…ûq¹¼vい»/S�²�¹sv
い»~�_Ï��qw�zい

◼�_üベû…[ùzþびxx共{働くsx{
¸sv��ûu¼»/×º戻y�_~{wuû
þ�¹wu

41



 <個þ~エンñワメント=x<ö働~|~エンñ
ワメント=
◼ }sw働く�~¹½û²ッ÷�qwzく1þ²r÷u
{»職|û働}ý}~�~²Yえvいく2

 <個þ~エンñワメント=x<コミュニテ³エン
ñワメント=
◼ [~ë己ßÿxwßû�_~Áüñóúö³(ßÿ可
能gÿA.セン)~ã�²切º離uzい2

42

労協|めvす人|育t働}方・仕事uくºと�



s~¸う{wv�¼�1oy告öüþ<[ùzþ材|活�
w}»働}ý=~o味�¸ºnú{zsvく»2

◼<活躍w}»=≒þ�¹wく�}»sx|w}»
→<困ºtx=²�Þtuz1}¼¹²<tz|»=
チャン¹x2

→}wv1<困s�=²_Ï�ûw域xx�{仕Ï{2
→u¹{1wß~[ùz²¿¿üx~WÛûW\~輪²
広r»2

→誰�|やº|い~あ»<_�=²創»~w�zく1や
º|いÿ働くû�}»o味Ā~�x¹¼»<�_=²創»ÿ
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◼ �高研道ÿ2013Ā<<協\労Ý=実践~Î日的到達点x展望5ワü»üズコü÷実
践{zけ»労Ý観~変容過程5=日本社_教²学_編>労Ý~場~エンñワメンø?
東o館出z社194-105頁2

◼ �高研道ÿ2015Ā<持続可能zÝ}方²可能xy»社_的企m~試�x学び5当事
者~ô²サポüø²基盤xw�ESD実践5=日本社_教²学_編>社_教²xwv~
ESD5持続可能z地ß²tく»?東o館出z社1125－135頁2

◼ �高研道ÿ2015Ā<社_的企m{¹地ß~協\x=佐藤一子編著>地ß学習~創°
5地ß再生x~学び²拓く?東京�学出z_2

◼ �高研道ÿ2015Ā<制度xwv~<中間的就労=~現状x課題=>協\~発見?�
276÷12015~11月16-14頁2

◼ �高研道ÿ2017Ā<生活öþ者自立支援{取º組�ワü»üズコü÷~課題x論点
5<中間的就労={¹<中間的労Ý市場=~形rx5=>協\~発見?�291÷1
2017~2月17-16頁2

◼ 中間的就労x協\労Ý研~_ÿ2018Ā>社_的ö難{あ»人びxx共{Ýくワü
»üズコü÷~実態調ÿ報告－共{Ý}1共{生}»協\労Ý~実践û理論?明治�
学�治経済学部＆日本労Ý者協\組\連\_ÿ研~代表ÿ�高研道Ā2

◼ �高研道ÿ2021Ā<協\労Ý=~基本�座－労Ý者協\組\法r立�社_{何²問
い{けvい»~{？>都市問題?Vol.11212021~8月÷110-16頁2

◼ �高研道ÿ2021Ā<労Ý者協\組\法制定~現代的意義x協\労Ý~展望ÿ上Ā
ÿOĀ=>POSSE?Vol.47＆482

◼ �高研道<協\実践w拓く学び=ÿ�8章Ā>社_教²û生涯学習論－自分x世界²
変え»学び?学文社12023~3月1113-127頁2

◼ �高研道ÿ2024Ā<労Ý者協\組\法制W運×ó~研~5法制W運×{¹協\労Ý
運×x~展開{�け�課題x展望5=>明治�学社_科学研~所紀要?�63巻�１÷1
2024~10月1132-166頁2DOI: https://doi.org/10.60209/issmeiji.63.1_132 44

参考û関³ç献aÿ拙稿Ā



◼ ²ジッøûSûðù/õü÷úッ¿ûùペüûÿ福原宏幸/中村健吾監訳Āÿ2005＝原
著2004Ā>ÀýüðûWx社_的排除?昭和Z2

◼ 浦河yv»~家ÿ2002Ā>yv»~家~<非=援助論?{学書院2
◼ 協\総\研~所ÿ2019Ā>ワü»üズコü÷ 協\w��¹く¼´ùöッ¿－入門
編?2

◼ 協\総\研~所ÿ2021Ā>ワü»üズコü÷ 協\w��¹く¼´ùöッ¿－実践
編?2

◼ 國分功一郎û熊谷普一郎ÿ2020Ā>8責任9~生r－中×態x当事者研~?新曜社2
◼ ジョッ¿ûôンÀÿ2007Ā>排除型社_－後期近代{zけ»ÿ罪û雇用ûÿ異?洛
北出z2

◼ 全労済協_ÿ2025Ā>勤労者福祉研~ÿ勤労者~生活意識x協\組\{関y»調ÿ
報告書82024~z9?全労済協_12025~4月1全142頁2

◼ 中û光紀û森繁茉利子ÿ衆議院法制\Āÿ2021Ā<労Ý者協\組\法~r立{ó»
背景û経緯=日本労Ý者協\組\連\_>労Ý者協\組\法~ë説?16-54頁2

◼ 日本労Ý者協\組\ÿワü»üズコü÷Ā連\_ÿ2017Ā>�³zw歩³�¸い仕
事û協\労Ýx~道1}wv}~先x ワü»üズコü÷35~~軌跡?

◼ ñウýûõü´üÿ三砂�u»訳Āÿ2018Ā>被ó圧者~教²学 50周~記ÿz?
亜紀書房2

◼ 藤ß敦óû原田晃樹û�高研道編著ÿ2013Ā>Ýう社_的企m5コミõニö³ûエ
ンñワüメンø~担い手?勁草書房2

◼ 湯浅誠ÿ2008Ā>反貧ö?岩波新書2

◎ 厚生労Ý省HP<知りたい！労Ý者協\組合法=＊事例×画も多数。
 https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/

45

参考û関³ç献b



46

ご清聴
あºがxうごvいまwた！


	スライド 1: 多様な人材が活躍できる働き方 ―労働者協同組合で実現するダイバーシティ―
	スライド 2: はじめに－本報告の問題意識
	スライド 3: 本日のお話し
	スライド 4: １．なぜ、多様な人材が「活躍できる働き方」が求められているのか？
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: 困りごとへの対処は「自助型」が多数
	スライド 11: 自助に共感する最大の理由は「他人に迷惑をかけてはいけないから」
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: 「強い/元気な」人ほど弱さの情報公開を
	スライド 16
	スライド 17: ２．社会的困難な状態にある人びとと共に働く労協の実践
	スライド 18: 社会的困難にある人びとが直面している問題の複合性・重層性、複雑さ
	スライド 19: コミュニケーションを取っている相手・相談する相手がいない人びとが増加。孤独・孤立社会の進行とともに日常的な交流相手の不在は深刻化（Q21）
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25: 社会的困難の内容
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37: ポイントⅠ：その人の個性を生かす働き方
	スライド 38: ポイントⅡ：元気をもらっているのは当事者だけではない
	スライド 39: まとめに代えて： 多様な人材が活躍できる働き方の実現条件・大切な視点
	スライド 40: 多様な就労の機会の創出（労協法第1条：目的❶） ―狭義の労働問題解決という側面に限定しない―
	スライド 41
	スライド 42: 労協がめざす人が育つ働き方・仕事づくりとは
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46

